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１．はじめに  
 平成 12年 1月に「ダイオキシン類対策特別措置法」が施行され、基準値以上のダイオキシン類を排出する
清掃工場は休炉、あるいは、廃炉となり、これら施設の解体工事が今後本格化することになる。焼却施設の躯

体コンクリートは、高圧水などで除染後、重機で解体し、処分場に埋め立てられる例が多い。しかし、解体廃

棄物の分析方法は、試料の採取方法等が確立されていない。今後の試料採取方法の参考にする目的で、高圧水

によりコンクリート表面を洗浄したコンクリートがらを用いてダイオキシン類濃度の深さ方向分布を測定し

た。その結果について報告する。 
 
２．検討概要 
 検討に用いた試料は、某清掃工場の煙突に隣接する灰出し室

の床版コンクリートから発生したコンクリートがらで、湿式除

染、重機による解体後、概ね幅 10cm×長さ 15cm×厚さ 10cm
の大きさのものを別の場所から２個採取した（写真-1参照）。採
取地点堆積物のダイオキシン類濃度は 69ng-TEQ/gである。 
焼却施設の飛灰など燃え殻に含まれるダイオキシン類のコン

クリートへの浸透は、空気中に含まれるダイオキシン類のコン

クリートへの透気、あるいは、洗浄水に含まれる懸濁態および

非懸濁態ダイオキシン類 1)の透水によるものと考えられる（図

-1参照）。コンクリートの表面に近いほどダイオキシン類濃度が
高いと予想されることから、採取した２つの試料を表面から

2mm ずつ電動研磨機で削りながら電気集塵機で削り粉を補集

し、それぞれをほぼ等量混合して 1 検体とし、順に深さ 8mm
まで削って計 4検体とした。1検体当たりの質量は約 100gであ
る。 
各検体について、平成 4年厚生省告示第 192号に示された方
法によりダイオキシン類濃度を測定し、深さ方向の分布と異性

体ごとの深さ方向の傾向について調べた。また、研磨終了後の

試料から直径 50mm×高さ 100mmのコアを採取し、圧縮強度測定によりコンクリートの健全性を確認した。 
 
３．検討結果と考察 
 ダイオキシン類測定結果を表-1、コンクリート表面からの深さとダイオキシン類濃度（毒性等量）の関係を
図-2に示す。コンクリートの表面から 2mmまでは 1.2ng-TEQ/g と土壌環境基準を超過するダイオキシン類
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写真-1 試料（黒い部分が除染後の表面） 

図-1 ダイオキシン類浸透の概念 
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図-2 深さとダイオキシン類濃度の関係 

が測定されたが、2～4mm、 
4～6mmと測定深度が大きく
なるにしたがってダイオキシ

ン類濃度が低下しているのが

わかる。深さ 6～8mmの検体
の測定値がやや逆転している

のは測定誤差によるものと考

えられる。 
 ダイオキシン類実測濃度は

深くなるにつれてダイオキシ

ン（PCDD）、ジベンゾフラン（PCDF）の割合が低下し、逆に
コプラナ PCB（co-PCB）の割合が増加する傾向が認められた。
図-3に示す異性体ごとのダイオキシン類実測濃度では、PCDD、
PCDFについては深さ方向 2mmごとに約 1/10に低下している
のに対し、co-PCBについては 2～4mmで約 1/5に低下した後、
ほとんど変化が認められない。これは、co-PCB の蒸気圧が
PCDD、PCDFに比べて高く揮散しやすいこと、co-PCBの（オ
クタノール/水）分配係数（Kow）が低く水への溶解度が高い 2)

ことから、多くが空気中で粉塵に付着したり、水中で懸濁態とし

て存在し、コンクリートの表面に留まる PCDDおよび PCDFと
比較して、よりコンクリートの深部まで浸透した結果と考えられ

る。圧縮強度は 39N/mm2で劣化は認められなかった。 
 
４．まとめと今後の課題 
 今回の試験で以下の知見が得られた。 
①コンクリート中のダイオキシン類濃度

は深くなるほど低下する。 
②表面は PCDD、PCDF の割合が高く、
深くなると co-PCBの割合が増加する。 
③焼却施設由来のダイオキシン類は

co-PCBの割合が低いことから、焼却施
設解体時のコンクリートがらについて

は、PCDD、PCDF が浸透している表
面の数mmをはつることにより土壌環
境基準を満足することが予想される。 

 今後、現場データを集積し、施工管理に   

活用したい。 
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表-1 ダイオキシン類濃度測定結果 

図-3 異性体ごとのダイオキシン類実測濃度 

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

  
2
,3

,7
,8

-
T

e
C

D
D

(1
,3

,6
,8

-
T

e
C

D
D

)
(1

,3
,7

,9
-
T

e
C

D
D

)
  

1
,2

,3
,7

,8
-
P

e
C

D
D

  
1
,2

,3
,4

,7
,8

-
H

x
C

D
D

  
1
,2

,3
,6

,7
,8

-
H

x
C

D
D

  
1
,2

,3
,7

,8
,9

-
H

x
C

D
D

  
1
,2

,3
,4

,6
,7

,8
-
H

p
C

D
D

  
O

C
D

D
  

2
,3

,7
,8

-
T

e
C

D
F

(1
,2

,7
,8

-
T

e
C

D
F
)

  
1
,2

,3
,7

,8
-
P

e
C

D
F

  
2
,3

,4
,7

,8
-
P

e
C

D
F

  
1
,2

,3
,4

,7
,8

-
H

xC
D

F
  

1
,2

,3
,6

,7
,8

-
H

xC
D

F
  

1
,2

,3
,7

,8
,9

-
H

xC
D

F
  

2
,3

,4
,6

,7
,8

-
H

xC
D

F
  

1
,2

,3
,4

,6
,7

,8
-
H

pC
D

F
  

1
,2

,3
,4

,7
,8

,9
-
H

pC
D

F
  

O
C

D
F

3
,4

,4
',
5
-
T

e
C

B
(#

8
1
)

3
,3

',4
,4

'-
T

e
C

B
(#

7
7
)

3
,3

',
4
,4

',
5
-
P

e
C

B
(#

1
2
6
)

3
,3

',
4
,4

',
5
,5

'-
H

x
C

B
(#

1
6
9
)

2
',3

,4
,4

',
5
-
P

e
C

B
(#

1
2
3
)

2
,3

',
4
,4

',
5
-
P

e
C

B
(#

1
1
8
)

2
,3

,3
',
4
,4

'-
P

e
C

B
(#

1
0
5
)

2
,3

,4
,4

',
5
-
P

e
C

B
(#

1
1
4
)

2
,3

',
4
,4

',
5
,5

'-
H

x
C

B
(#

1
6
7
)

2
,3

,3
',4

,4
',5

-
H

x
C

B
(#

1
5
6
)

2
,3

,3
',4

,4
',5

'-
H

x
C

B
(#

1
5
7
)

2
,3

,3
',4

,4
',5

,5
'-

実
測

濃
度

（
n
g/

g
）

0～2mm

2～4mm

4～6mm

6～8mm

ダイオキシン ジベンゾフラン コプラナPCB

0.001

0.01

0.1

1

10

0 2 4 6 8

表面からの深さ（mm）

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
濃

度
（
n
g
-
T

E
Q

/
g
）
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平成4年厚生省告示
第192号法

（ｎg/g） (％) (ng-TEQ/g) (％) （ｎg/g） (％) (ng-TEQ/g) (％)
Total PCDDs 24 54.2 0.72 62.4 0.85 52.7 0.024 62.4
Total PCDFs 19 42.9 0.42 36.4 0.67 41.6 0.014 36.4
Total Coplanar PCBs 1.3 2.9 0.013 1.1 0.092 5.7 0.00048 1.2
Total (PCDDs+PCDFs
+Coplanar PCBs)

44 100.0 1.2 100.0 1.6 100.0 0.038 100.0

（ｎg/g） (％) (ng-TEQ/g) (％) （ｎg/g） (％) (ng-TEQ/g) (％)
Total PCDDs 0.11 29.7 0.0031 59.4 0.20 44.9 0.0052 60.7
Total PCDFs 0.084 22.7 0.0020 38.3 0.14 31.5 0.0032 37.3

Total Coplanar PCBs 0.18 47.6 0.00012 2.3 0.11 23.6 0.00017 2.0
Total (PCDDs+PCDFs
+Coplanar PCBs)

0.37 100.0 0.0052 100.0 0.45 100.0 0.0086 100.0
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